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１．組織の概要及び認証に係る対象範囲

　　　　（１）名称及び代表者名

　　　　　　　　ＳＩシナジーテクノロジー株式会社

　　　　　　　　代表取締役社長　志村秀幸

　　（２）所在地

　　　　　　　〒192-0031　東京都八王子市小宮町211-2　

　　　

　　　（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　　　　　　環境管理責任者　　専務取締役　　池田憲秋

　　（４）事業内容

　　　　　　　放送機器・通信機器制御装置の設計・開発及び製造・販売

  　　　（５）事業規模

　　　　　　　設　　　　　立　　２０１３年７月１９日　

　　　　　　　資　　本　　金　　　　１,０００万円

　　　　　　　総　　売　　上　   　１７,２００万円

　　　　　　　主要製品生産高　   　１３,５００万円

単位 ２０２１年

従業員 人 12

延床面積 ㎡ 337

敷地面積 ㎡ 310

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年１１月　本社工場移転

　　　（６）事業年度

　　　　　　　７月～６月

　　　　（７）認証登録の対象組織・活動

　　　　　　　　登録組織名：　SIシナジーテクノロジー株式会社

                 　  活　　　動：　放送機器用・通信機器用制御装置の設計・開発及び製造・販売　

　　　　（８）認証登録の対象期間

　　　　　　　　２０２２年１２月～２０２３年２月

　　　　　　　 　　　　　　　　ＴＥＬ　　042-648-1420

      　  　　　      　　　　　　　ＦＡＸ　　042-648-1421
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　２．環境経営方針

　　≪環境基本理念≫
　　　　　ＳＩシナジーテクノロジー株式会社は、「人と社会に貢献します」を経営理念として

　　　　　行う事業活動（放送機器用・通信機器用制御装置の設計・開発及び製造・販売）に

　　　　　おいて、地球環境の保全が重要課題であることを認識し、企業活動のあらゆる面で

　　　　　地球環境の継続的な改善及び環境負荷の低減に取り組みます。

　　≪環境保全への行動指針≫
　　　　（１） 当社の事業活動、製品またはサービスによる環境への影響を評価し、環境汚染

　　　　　　　 の防止に努めると共に継続的改善及び向上を図ります。

　　　　（２） 当社の事業活動、製品またはサービスに係わる環境関連法令、その他要求を

　　　　　 　　遵守します。

　　　　（３） 事業活動の中で、特に次の事項を重点的な環境管理テーマとして取り組みます。

　　　　　　　　① 電力、自動車燃料等の省エネによる二酸化炭素排出量の削減 

　　　　　　　　② 廃棄物排出量の削減（一般廃棄物・プリント及びコピー使用枚数の削減）

　　　　　　　　③ 水使用量の削減

　　　　　　　　④ 環境に配慮した製品の製造

　　　　　　　　⑤ 環境保全活動への取組

　　　　（４）環境活動の推進にあたり、環境経営目標・環境経営計画を策定し実施すると共に

　　  　 　　　定期的な見直しを実施します。

　　　　（５）本経営方針は全ての従業員に周知し、全員がこれを理解し、実践できるように

　　　　　   　教育・啓蒙活動を推進します。

　　　　   　　必要に応じて社外に対しても公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　制定日　　２０２２年　１２月　１日

　　                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＩシナジーテクノロジー株式会社

　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　志村秀幸
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　３．環境活動実施体制

　　（１）組織図

　　（２）環境活動　役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者の任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの実施に必要資源（人、設備、費用など）の準備

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・実施体制の構築

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境経営目標・環境経営活動計画及び環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめを承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者に報告

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営計画の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめと遵守状況評価の実施

・環境経営レポートの作成

・自部門の環境目標を達成するための環境経営活動計画の運用管理

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

役割・責任・権限

代表者（社長）

環境管理責任者

部長

全従業員

環境事務局

代表者

代表取締役社長 志村秀幸

管理責任者

池田憲秋

事務局

経理・労務部
生産管理・

資材部

開発部

（設計・開発・製造）
品質保証部

全 従 業 員
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　４．環境経営目標

大項目 項目名 単位
2021年度

基準年

2022年度
試用期間
3か月
基準

12月～2月

2022年度 2023年度 2024年度

12,073 11,950 11,828

削減率 削減率 削減率

1.4% 2.4% 3.4%

24,030 23,788 23,545

削減率 削減率 削減率

1.0% 2.0% 3.0%

452.4 447.8 443.1

削減率 削減率 削減率

2.0% 3.0% 4.0%

実績把握

2022年度
実績に
基づき

数値目標
設定

2022年度
実績に
基づき

数値目標
設定

削減率 削減率 削減率

2.0% 3.0% 4.0%

16,752 16,581 16,410

削減率 削減率 削減率

2.0% 3.0% 4.0%

80 79 78

削減率 削減率 削減率

1.0% 2.0% 3.0%

環境に配慮した
製品の製造

不適合発生の
削減

件 0 0 0 0 0

環境教育 件 12 3 12 12 12

５Ｓパトロール 件 12 3 12 12 12

電力の CO2 排出係数 ＝ 0.４４３ kg-CO2/kWh

ガソリンの CO2 排出係数 ＝ 3.23 kg-CO2/ℓ

産業廃棄物　： 製造はすべて協力会社で行っており、産業廃棄物はほとんど発生しないが、

　　　　　　　 配線修正作業がある場合に「配線ごみ」が発生する。

　　　　　　　「配線ごみ」に関しては、八王子市役所へ確認し、不燃ごみとして廃棄する

　　　　　　　 事で指導を受けている。

化学物質　： 当社の製造工程においては、化学物質の取り扱いは行っていない。

127.6

200.7

3,333

25

3,405

6,757二酸化炭素削減

二酸化炭素排出量の
削減

kg-CO2 12,244

電力使用量の削減 ｋWh 24,273

ガソリン使用量の
削減

L 461.6

環境活動への取組

枚 17,094

排水量削減 水使用量の削減 ㎥ 81

廃棄物削減

一般廃棄物の
削減

kg
データ
無し

コピー使用枚数
の削減
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　5．環境経営計画

退社時の点検

昼休みの消灯

個々のＰＣにおけるスリープモードの設定

エアコンの温度設定　夏28℃　冬20℃

エアコンフィルターの定期的な清掃

恒温槽の計画的利用

ノー残業デーの実施

運転日報をつける

燃費の確認

効率的なルートで輸送

定期的なタイヤの空気圧の確認

アイドリングストップの徹底

分別回収ボックスの配置と分別の徹底

資源物と廃棄物の仕分け

梱包材の削減と再利用

シュレッダーゴミのリサイクル

両面コピー・裏面再利用の推進

再生紙の購入

ペーパーレスの推進

水道はこまめに止める

節水に努める

水道配管からの漏れを定期的に確認

節水シール等の表示

生産工程の確認

顧客満足度の確認

協力会社との連携

* 環境経営活動の進捗状況確認・評価・説明 全社

* 月１回のパトロール実施 全社

化学物質　： 当社の製造工程においては、化学物質の取り扱いは行っていない。

全社

各目標項目の内容を実施 全社

担当

全社

全社

全社

全社

全社

kg

枚

㎥

*

方針 取組内容

二酸化炭
素排出量

削減

目標項目

kＷh

Km/ℓ

二酸化炭素の削減

電力使用量の削減

自動車燃料の削減
（ガソリン）

kg-CO２

単位

水使用量の削減

環境活動
への取組

排水量
削減

環境に配慮
した製品の

製造

廃棄物排
出量削減

不適合発生の削減

一般廃棄物の削減

コピー使用枚数の削減

環境教育

５Ｓパトロール
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　6．環境経営計画に基づく取組

　　（１）二酸化炭素の削減

　節水シールによる 　　　節電シールによる注意喚起

　　 　注意喚起

　　（２）環境経営教育

　毎週　月曜日のミーテイング時に環境経営目標の　

　進捗状況の報告と教育を実施

　　（３）非常事態の想定

　

　当社は河川の氾濫等により１～３メートルの 「防災ポケットマニュアル」の配布

　浸水が想定されるため　建屋の１階部分が

　浸水する可能性がある

　ハザードマップ等により意識の向上を図る
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　7．環境経営目標の実績結果及び評価

大項目 項目名 単位
2021年度

基準年
2022年度

2022年度
試用期間
3か月
基準

12月～2月

2022年度
試用期間
3か月
実績

12月～2月

評価 評価内容

12,073 3,405 2,865

削減率 削減率 削減率

1.4% 1.4% 15.9%

24,030 6,757 6,393

削減率 削減率 削減率

1.0% 1.0% 5.4%

452.4 127.6 106.4

削減率 削減率 削減率

2.0% 2.0% 16.6%

実績把握 200.7 81.6

削減率 削減率 削減率

2.0% 2.0% 2.0%

16,752 3,333 7,038

削減率 削減率 削減率

2.0% 2.0% 2.0%

80 25 30

削減率 削減率 削減率

1.0% 1.0% -20.0%

環境に配慮した
製品の製造

不適合発生の
削減

件 0 0 0 3 ×
検査資料や体制の不備
により　不適合が発生

環境教育 件
データ
無し

12 3 3 〇 計画通りに実施

５Ｓパトロール 件 12 12 3 0 ×

パトロール方法等が
定まっておらず実施
出来なかった
社内の整理整頓を進め
た

電力の CO2 排出係数 ＝ 0.４４３ kg-CO2/kWh 評価　 〇 ： 目標達成

ガソリンの CO2 排出係数 ＝ 3.23 kg-CO2/ℓ × ： 目標未達

産業廃棄物　： 製造はすべて協力会社で行っており、産業廃棄物はほとんど発生しないが、配線修正

　　　　　　　 作業がある場合に「配線ごみ」が発生する。

　　　　　　　「配線ごみ」に関しては、八王子市役所へ確認し、不燃ごみとして廃棄することで指導

　　　　　　　 を受けている。

化学物質　： 当社の製造工程においては、化学物質の取り扱いは行っていない。

二酸化炭素削減

二酸化炭素
排出量の削減

kg-CO2 12,244

電力使用量
の削減

ｋWh

環境活動への
取組

24,273

ガソリン使用量
の 削減

ℓ 461.6

廃棄物削減

一般廃棄物の
削減

kg
データ
無し

コピー使用枚数
の削減

枚 17,094

排水量削減 水使用量の削減 ㎥ 81

試用期間の時期的（年度
末）に受注が前年度比増え
たため提出書類が多くなり
未達となった

節水への意識向上は
行えていると考えるが
使用する水の量から
削減は難しいと思われ
る

×

×

〇

〇

〇

〇

電力及びガソリンの
使用量共に削減し
目標達成となった

不要時のこまめな消灯
及びエアコンの温度
管理により目標達成

部品の未入荷が続き
製品の納品回数が
減ったことによる
削減となる

基準年のデータが無い
ため比較はできないが
分別廃棄や再利用は
継続管理する
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《環境負荷推移グラフ》

（１）2022年度　二酸化炭素排出量（kg-CO2）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 合計

目標 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 950 1,121 964 853 1,095 1,135 1,194 7,311

実績 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 954 987 924 0 0 0 0 2,866

電力の CO2 排出係数 ＝ 0.443 kgｰCO2／kＷh

ガソリンの CO2 排出係数 ＝ 0.320 kgｰCO2／ℓ

（２）2022年度　電力使用量　AC100V（kwh）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 合計

目標 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1,345 1,408 1,232 1,306 1,226 1,261 1,338 9,116

実績 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1,262 1,276 1,298 3,836

（３）2022年度　電力使用量　AC200V（kwh）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 合計

目標 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 763 1,086 923 600 1,226 1,261 1,338 7,197

実績 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 851 939 767 2,557

0 0 0 0 0 
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（４）2022年度　ガソリン使用量（ℓ）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 合計

目標 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 50.7 50.1 27.9 27.0 27.1 54.2 27.9 264.9

実績 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 57.5 18.9 30.0 106.4

（５）2022年度　水使用量の削減（㎥）

合計

目標 53.0

実績 30.0

5・6月7・８月 9・10月 11・12月 1・2月 3・4月

0.0

* * 11.0 14.0 14.0 14.0

* * 15.0 15.0 0.0

0 0 0 0 0.0 

50.7 50.1 

27.9 27.0 27.1 

54.2 

27.9 
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月
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水使用量の削減

目標 実績

９



　８．環境経営計画の取組結果と評価及び次年度の取組

退社時の点検

昼休みの消灯

個々のＰＣにおけるスリープモードの設定

エアコンの温度設定　夏28℃　冬20℃

エアコンフィルターの定期的な清掃

恒温槽の計画的利用

ノー残業デーの実施

運転日報をつける

燃費の確認

効率的なルートで輸送

定期的なタイヤの空気圧の確認

アイドリングストップの徹底

分別回収ボックスの配置と分別の徹底

資源物と廃棄物の仕分け

梱包材の削減と再利用

シュレッダーゴミのリサイクル

両面コピー・裏面再利用の推進

再生紙の購入

ペーパーレスの推進

水道はこまめに止める

節水に努める

水道配管からの漏れを定期的に確認

節水シール等の表示

生産工程の確認

顧客満足度の確認

協力会社との連携

100% 環境経営活動の進捗状況確認・評価・説明 〇
計画通り月１回の教
育を実施

継続して活動を実施

0% 月１回のパトロール実施 ×
３か月では実施でき
なかった
社内の整理整頓を行
う

継続して活動を実施

達成率 ： 目標／実績 評価 〇 ： 目標達成

× ： 目標未達

環境教育

５Ｓパトロール

評価 評価内容

〇

〇

〇

×

水使用量の削減 83%

二酸化炭素の削減 106% 各目標項目の内容を実施

目標項目 達成率 取組内容

コピー使用枚数の削減

継続して活動を実施
ミスコピーの収集箱
を用意しコピーの内
容により破棄／再利
用を徹底する

継続して活動を実施
使用量を考慮すると
目標を削減から抑制
に変更したい

不適合発生の削減 100%

ケーススタディによ
り　資料や体制の見
直しを行い　不適合
の発生を防ぐ

×

×

節水シールの表示に
より意識の向上は
行えたが目標達成は
出来なかった

検査資料や体制の不
備により　不適合が
発生

時期的（年度末）に
提出書類が多くなり
目標の達成には至ら
なかった

自動車燃料の削減
（ガソリン）

121% 継続して活動を実施

一般廃棄物の削減 100% 継続して活動を実施

運転日報の運行点検
によりエコドライブ
の意識向上が行えた

ゴミの分別廃棄や
梱包材の再利用等が
定着している

次年度の取組

継続して活動を実施

電力使用量の削減 106%

継続して活動を実施
「エアコンフィル
ターの清掃」や
「ノー残業デー」の
推進を進める

不要時の消灯や
エアコンの温度
設定

電力・ガソリン
ともに目標を達成〇
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　9．環境関連法規の遵守状況及び評価

対象期間における事業活動に関する環境関連法規への違反・訴訟は無く、遵守されていた。

関係当局からの違反・訴訟等の指摘は無かった。

区　　分 法規制等名称

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）

八王子市
廃棄物の処理及び再利用の促進に
関する条例

火災 消防法

水質汚濁 八王子市下水道条例

フロンの
使用

フロン排出抑制法

資源有効利用促進法
（パソコンリサイクル法）

使用済小型電子機器等の再資源化の
推進等に関する法律
（小型家電リサイクル法）

車両 道路交通法

廃棄物等
事務所からの廃棄物（可燃ごみ・不燃ごみ・
紙類・ビン・缶等の事業用一般ゴミ）の
資源物と廃棄物の分別搬出

消火設備　消火器の設置
（外部資格業者に点検委託）

下水道の利用時　油・化学品の流出防止

リサイクル

使用済みパソコン・モニターの廃棄
メーカへの引取依頼

小型電子機器（電話機・ファックス・携帯電話機
等）のリサイクル化

法定速度・積載制限等の尊守
点検整備・運行記録

評価

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

要求事項及び手続き・対応方法

業務用エアコン
四半期に一度室内機、室外機の簡易点検

適合
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　10．代表者による全体の評価と見直し

　　　　2022年12月から始まったエコアクション２１への取組以降、従業員の努力により

　　　省エネ等、環境保全に関する活動が進展し定着してきたと思われるが、引き続き教育

　　　訓練に重点を置き、更なる環境への意識向上を図りたい。

　　　　当社は、「人と社会に貢献します」を経営理念としており、新しい技術に対し情報を

　　　共有し、環境活動に良案があれば日々の活動に取り入れていき、顧客へ提案する事を

　　　通じて環境と地球にやさしいモノづくりを進める。

　　　　経営面での目標達成を図りながら、更なる環境活動を定着させ、継続的に目標の

　　　達成を目指し、全社員で取り組む。

２０２３年　３月　１５日

  ＳＩシナジーテクノロジー株式会社

代表取締役社長　　志村秀幸
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